



















































A Survey of Physical Education Major Students’ Morality:























































































































































































































































ルール 0.5 0.5 勝利
勝利 0.9 0.1 ファウルの罰
チームへの責任 0.6 0.4 自分への責任
オリンピック出場 0.6 0.4 フェアプレイ
良心 0.4 0.6 チームの勝利
相手からの非難 0.1 0.9 ファンの声援
犯罪を犯さない 0.2 0.8 妻が死ぬ
自分の責任 0.9 0.1 薬屋の責任
他人の非難 0.2 0.8 自分の良心
犯罪 0.1 0.9 人間愛
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